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SKA 
開口面積：１平方キロ 
帯域：0.1－10GHz 
 Low-band: 100-500MHz 
 Mid-band: 500MHz-10GHz 
アンテナ： 
 ・Aperture Array 
 ・Dish (2000-3000)  
場所：豪または南ア 
特徴：高感度・広帯域・広視野 



SKA Key Science 

多彩なサイエンス 
・宇宙の暗黒時代 
・銀河進化、宇宙論 
・宇宙磁場の起源と進化 
・パルサーと一般相対論の検証 
・宇宙における生命 

なぜ宇宙論屋がSKA？ 
 センチ波！ 
 ・過去～現在のHI 
  ‐暗黒エネルギー（BAO, ISW） 
  ‐再イオン化 
 ・ファラデー回転 
  ‐宇宙論的磁場 
 宇宙論の主要なテーマをカバー 



timeline 

SKA phase 1 
・全体の10% 

・Aperture Array + Dish 
・2016年より建設 
・2019年より観測 

・暗黒時代＋パルサー 

SKA phase 2 
・AIPを取り入れる 
・2019年より建設 
・2024年より観測 

Advanced Instrumentation Program 
先進的な技術の開発 

・Phased Array Feed 
・Dense Aperture Array 

・Ultra-Wideband Single-Pixel Feed 



国際的状況 

preparatory phaseからpre-construction phaseへ 
・コンセプトは固まった 
・phase 1の建設を目前にして詳細なデザイン決定 
・そのためにどういうサイエンスをやるか詳細な検討 
 
pathfinder, precursor 
・LOFAR（欧） 
・ASKAP（豪）２０１３年～ 
・MeerKAT（南ア）２０１６年～ 



SKA-Japan Consortium 

２００８年設立 
９５人・２８機関 

Science Working Group 

高橋慶太郎 

（熊本大学） 

宇宙磁場 

赤堀卓也 

（忠南大学） 

AGN 

川勝望 

（筑波大学） 

銀河進化・宇宙論 

平下博之 

（ASIAA) 

アストロメトリ 

今井裕 

（鹿児島大学） 

パルサー 

亀谷收 

（国立天文台） 

星間化学 

山本智 

（東京大学） 

Industry Forum 

熊澤寿樹 

（東陽テクニカ） 

世話人 
◎中西裕之（鹿児島大学） 
萩原喜昭（国立天文台） 
亀谷收（国立天文台） 



SKA-Japan Consortiumの活動 

・月１の定例会議 
・月１のSWG電話会議 
・各サブグループでの会議 
・ワークショップ開催 
 ‐SKA-Japan Workshop 2010 
 ‐Workshop on East-Asian Collaboration for SKA 2011 
・国際共同研究 
 ‐国際SWGへの参加（高橋・竹内） 
 ‐宇宙磁場に関する理論的研究（赤堀 韓国、オーストラリア） 

 ‐宇宙論に関する理論的研究（南アフリカ） 
 ‐相関器の開発（韓国、イギリス） 
 ‐ASKAP（今井、赤堀）・LOFAR（国吉）への参加 

“Ultra-Wideband”をキーワードとして 
可能なサイエンスの検討・受信機の開発を行う。 



SKA-Japan Industry Forumの活動 





SKA-Japan Workshop 2010 
“Revealing the Universe with 
Wide-band cm-Wavelength 
Observations”  
http://www.ska-jp.org/ws2010/ 
参加者９８名 
（海外１２名・産業界１２名） 
招待講演１７件、一般講演６件、 
ポスター講演１４件 
・国際連携の強化 
・日本の方向性を定める 

集録あります！！ 



日韓中台 
東アジアとして連携し 
共同研究・共同開発を 
進め、国際SKAで 
存在感を示す。 

講演申し込み締切： 
2011年9月30日！！ 

明日！！ 

http://canopus.cnu.ac.kr/ea-ska/ 



SKA－Jコンソーシアム・韓国ワークショップ共に 
みなさまの参加をお待ちしております。 

 
SKA－Jコンソーシアム 世話人 

◎中西裕之（鹿児島大学） 
萩原喜昭（国立天文台） 
亀谷收（国立天文台） 


